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主イエスキリストの御降誕を、それぞれにお祝いすることができ、感謝をいたし

ます。 

クリスマス、降誕祭は、光の祭典と言われます。大きな商業施設だけなく、個人

の家にもイルミネーションをきれいに、そして豪華に飾るところが増えてきていま

すね。そして、クリスマス関連の物語や行事は、人の心を温かくするものですね。 

イエス誕生にまつわる聖書の物語は、光の部分と共に、深い闇があったことを記

しています。それが本日の聖書個所にある、ヘロデ大王による幼児虐殺と言われる

出来事です。自分の王位がやがて狙われるようになると、感じたのでしょうか。彼

は東方の博士たちには、「私も行って拝むから」と言ったものの、その内側には、

恐れがあったのです。不安や恐れの感情は、時に怒りの感情を掻き立て、残虐な行

為に至らせます。これはまさに、主の御降誕の闇でした。 

この物語は、現代に生きる私たちと無縁ではありません。ご存じのように、日本

における児童虐待の相談件数は増えるばかりです。そして、実の親によって命を奪

われる子供たちもいるのです。また、私たちの心を切り裂くような残虐非道名事件

も起きています。これは、加害者だけを闇のような心を持っている、と言って片付

けることはできません。私たちの今の社会に、深い闇があるのです。それは貧困で

あったり、孤立無援な状況であったり、他の人への無関心であったりというような

ことにもよるのです。 

イエスは、そのような闇の中にお生まれになりました。命を狙われ、と尾久重路

プにまで逃げなくてはなりませんでした。イエスの人生は、夜逃げから始まったの

でした。しかしその方によって、私たちは闇の生活から光の中に入れられるのです。 

「あなたがたは以前は闇でしたが、今は、主にあって光となりました。光の子ど

もとして歩みなさい。あらゆる善意と正義と真実のうちに、光は実を結ぶので

す。エペソ 5:8-9。 

  

 この一年を終えるにあたって、心の大掃除として悔い改める時を持ちましょう。

そして自ら心の戸を開いて、世の光であるイエスを心の王座にお迎えしましょう。

私たちが、イエスの光をこの世で照らし続けるために。 

 「見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの声を聞い

て戸を開けるなら、わたしはその人のところに入って彼とともに食事をし、彼も

わたしとともに食事をする。」黙示録 3:20 
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引用聖句 

ローマ 12:1-2 ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに

勧めます。あなたがたのからだを、神に喜ばれる、聖なる生きたささげ物とし

て献げなさい。それこそ、あなたがたにふさわしい礼拝です。この世と調子を

合わせてはいけません。むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただ

きなさい。そうすれば、神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神

に喜ばれ、完全であるのかを見分けるようになります。 

創世記 1:2 地は茫漠として何もなく、闇が大水の面の上にあり、神の霊がその水

の面を動いていた。 

ヨブ 38:9 そのとき、わたしは雲をその衣とし、暗黒をその産衣とした。 

創世記 1:3 神は仰せられた。「光、あれ。」すると光があった。 

エペソ 5:8-9 あなたがたは以前は闇でしたが、今は、主にあって光となりまし

た。光の子どもとして歩みなさい。あらゆる善意と正義と真実のうちに、光は

実を結ぶのです。 

黙示録 3:20 見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの

声を聞いて戸を開けるなら、わたしはその人のところに入って彼とともに食事

をし、彼もわたしとともに食事をする。 

 

3人の誕生年  

釈迦  前 463年(4月 8日) 前 10世紀～6世紀 

イエス 前 4年頃(12月 25日) 前 7～前 4年 

ムハンマド 570年頃 (イスラム歴の第 3の月 12日、または 17日) 

 

ウイリアム・ハント「世の光」 ウィリアム・ホルマ

ン・ハント（William Holman Hunt、1827年 4月 2日 

- 1910年 9月 7日）は、19世紀から 20世紀のイギ

リスの画家。ラファエル前派の一員に数えられる。 

(ウキペディアより) 


